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　　　　　　　　三 崎 を 訪 れ た 冬 の 珍 客

　　　　　　　　　　　　　大 　　 島　　　 廣

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ｛稿 　岡 ）

　昨年 の 暮 、 前 期學生 七 人の 臨 海實習 指導の た め、 竹脇理 學士 に手傳 つ て 貰今

て 、 三 崎 に 十 日問 を暮 した
。 私 は 徇 ほ 引績 き

一
月 上 旬 中居殘 つ た が 、 學生 諸君

1 四人 迄休暇 の 終 る聞踏止 R つ て毎 日 勉張 した
。 諸 君 が 大 に頑 張 つ て 勉強す る

の が 天 意 に適 つ leの で あ ら 5
、 此冬 は 珍 らし く賑 か な動 物群 の 訪 問 を 受け た

。

　潮 の 工 合 が 惡 か つ た の で 磯採集 は一度 もしなか つ た
。 震 災後無殘 に寂れ た 同

地 の 磯 は 、 近 頃 い く らか恢復 し て來 た とは 云 ふ けれ ど竜、往 時 の 三 崎 に馴 染 深

い 吾等 に 皆で翼と も云 へ な い 情 け 無 さを鳳 じさせ られ る
。

　底 曳 は
“

魁
”

を 出 し て 二 度試 み た 。
一

度 は 諸磯 の 灣 内 ， 今一度は 小網 代 の 灣
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1）
口 で あ つ たが 、 諸磯 で は ア カ ウ ニ に黒 い 寄ゴ七螺 の 二 疋着 い て居 る 竜の 、 小 網 代

で は 長 さ四 糎孚の ナ メ ク ヂ ウ ヲ を獲 た。

　表面網 ば 例 の 如 く毎朝順番 に曳 く事 に したが ．殆 ど毎 日の 樣に 豊富 な Plank −

tOlコ が一 同 を喜 ばせ た
。 大 きな もの で は Ce，s・eus

， 五α ε弼 短α
，
1掘 ・

7，吻 1〜  rα
，
　Agalm α

と云 ム や うなク ラ ゲ の 仲聞。翫 φα の 素晴 し く大 き　V ・の が俘 い て 居た こ と竜あ
っ た

。 小 さ い もの で は 定連 の 縁膜水 母 、 撓脚類 な どの 種類が 非常に多 く、 毛顎
類 で は 勒 漁 ，崢 α面 亀 衝 01厩 α な ど、被 嚢類 で は DolioZtmt

，
　Zi1）2）encl’ictLectrria

．

Oik’optCttra，　Frititta’riα な ど總動 員の 有樣 、 中 に毛著 しか つ た の は異 足類 と翼足

類が 非常 にを く毎 日 見 られ た 事 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ハ IFv

で あ る
。 幼蟲で は 練 皮動物 ， 苔

蟲 （C三yp7
’
，OHa ・tcies），紐 蟲（Pゼ1流 〜砺 ，

雑 蟲 （』cめ とotroch の，ギ ボ シ ム シ

αbTl了α丁 切 ， 腹足 類（I
」

cz・igm’）， イ ソ

ギ ン チ
ャ ク （tl

・rachnactis ）　ge，、
少 數

な が ら殆 どすべ て代表 的 の 者 を

見 る 事が 出 來 た。

　異 足類 で は Pteo’ob ’
aehe ．z の ／1・

さ い の が 二 三 度見 られ 、
0．rty．qlU−

？
1
帽 は 可 な ら屡 ≧現れ た が 、 その

外 に之 よ ら〜も稍 大 き い
、

讃 勧 面

と思 は れ る 竜の （Fig．1）が見 付

か つ た
。

廣

ノヴ

シ．PL・

：】ツ

Fig．1　　Atlα nta ．（竹 脇氏 か ら）

「k
食 邀 の 左 側 に 異様の も の が あ つ て 蠢 め い て 居 た （躅 中 x 印 ）o 多 分 吸 蟲で あ ら う と 私 は 思 つ て 居 る 。

わ 大 島廣 193fL卷 貝 の 寄 生 Lた 海膽 。 天草雑 爼 rそ の ー 〉。 動雜四 加 覯 、　P．33．
2）　

− 16’29．珍 ら し い 異 足 類 。 天 草 雜 爼 （そ の 二 ）、動 雑、四八 三 號、P．23・
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　翼足類 は 今迄 見た 事の 無

い 程 に 多 種多 樣で 、 取 6 ど

らに その 可憐 な姿は
一方 な

ちず觀察者 を悦 ばせ る
。 所

詳l　PterOpoda 　theeosomata

の類 には 胡蝶の や うな Des−

？
’
nepte ）

・
us

”＝’
（Fig．2）を ｛まじ

め と し、
Pt／’，’｛t・／

’ie，　 Lintacinft，

Crese・is
，
1丿1（‘1ゾ α J

「
「
〜め

，
　 Ulノ

ー

aioryl ．is
，

（T
’
ttvi・eri ，？rc 等 や

。

Pteropoda　gylnlloson玉ata で

は C雹伽 θ〔Fig、3）、　Pa　c
’docl　ione

（Fig．4）、 77しα ♂α懸 oP ピθ”〜εs〈Fig，5）

な どが 珍 らしか つ た
。

　 變態を終 つ た ギ ボ シ ム シ

の 幼蟲 （Fig．6）を初め て 見

itが 、 同樣の もの を以前宮
　 　 　 　 　 5）

下 理 學士 が 、 同地 で 發見 さ

　 　 Fig．6

　 ギ ボ シ ム シ 幼 蟲
（竹脇、和 田 雨氏 か ら ）

　 　 Fig，2

繕
Fig，4Fig

．2Fig

．　 ：sFig

．4Fig
．5

し尢 の で あ るが 、
三 崎の は 私が記載 し、

繍
⊃

　 　 F｝9．3

　 Fig．5

れ た こ とがあ b 、 更に

た
、 之 は

一九 二 二 年十
一一・月二 十 七 日 に獲 て 三 日の 間飼 育 さ

れ た との 事 で あ る
。 私逹 は かや 5 な交 獻を知 らな か つ た爲

め
、 十 分詳 しV ・觀察を せず に 濟h だの は殘 念で あつ た

。

　棘 皮動物 の 幼蟲は コ シ タ カ ウ ニ の と ブ ン ブ ク の 類 との

Ecleinopl・utei ， 種 名不 詳の Op ．b，ioptv．tettS
，
　B ψε了正ηα磁

，　 Auri−

culari α な どが た まに一つ 二 つ 見 られた が 、 正 月二 日 に は 例

の 亘大 な Aaric・U−lar・ta　nzLdibranchiat α が現 れた
。

こ の bl．丿く海
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 fi）

鼠幼蟲を最 初 に記 載 した の は CIIux 氏 で カ ナ リ イ 島で 發見
　 　 　 　 6）

　　　　　　　　　 更 に 同樣な もの が ニ ウ ジ ー ラ ン ド の 北

　Des π eopterzts ，（石 田 氏 か ら ）

　 く堀 0 麗 （？）．　 〔竹脇氏 か ら ）

　幼 き 1そtedoelione ．（￥｝佐 氏 か ら）

　7’h‘‘rassopter・u＆ ｛なを脇氏トか ら）

1
”
　li1ASNY 氏が 詳 し く之 を紹 介 さ れ

9’　“ Des’tnovte ）us と 言己し た 書 が あ る が 之 は 謬 り 。

3） 宮
一
儀 信 、1925・わ が近 海 の ト7t・ナ リ ヤ ァ に 就 て 。 動雜、四 三 八 號．　p・　170一ユ77・（Pl．　2，　Fig・4

　 を見 よ）。

4｝　：　
・
1，LtSNY

，
　G 。1928．　Tori】a 丁ien　von 　Japan．　Zoo1．　Jahrb．　Abt ．　S∫st．　OkoL 　Geogn 　Bd ．δ6、　p．

　 67− 92，（P，83 − 85，Fig・17 を見 よ ｝o

S）　Gnt：
’
，
　G，1896・A ？t”ietZari（呂 ？Utclibraru ）hi（翩 ．　Atla！ltis．　BioL　Stnd．〔i．　Pt・lag．　Organ．　BibL

　 Z（x）】．H ．16．

6｝ 大島廣、191L “
Tote

　on 　a　giga” tic　f口 rm 　ot 　AurdcUlaria　a　llied　to　A．　nucribranchiata 　C1亅u篤

　 Ann ・t．　ZQoL 　JaPOn．　VoL　VIL 一
三 崎に 現 る s　F．　1：な b 「ア ウ リ ク ラ リ ア 1。 動雜、二 七 〇 號、

　 P．222厂 3．一 再 び 三 崎産亘 形 「ア ウ リ ク ラ リ ア 」に 就 て
。 動 雜、二 七 八 號 、P・7t：− 6・

N 工工
一Eleotronio 　Library 　
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　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ；）　 　　 　　　 　　 　　　 　　 　　　 　　 　　　 　　 　　　 　　 　　　 　　 　　　 ミ ）

方 で 發 見 され て M よcBR エDE 氏 に よつ て報 告 され た 。
　MORTEXSEN 民 は 之 等 を同

一
種 に屬 さ せ る 譯 にゆか SAと て A

，
　B

，
　G と區 別 し、カ ナ リイ 島の を A ・　nudibr α n −

・
・1ぬ 1ぐ‘ A 種， 日本 の を 同 じ くB 種、 ニ ウ ジ ー プ ソ ドの を C 種 と呼ん で 居 る

。

　上 Cこ云 つ た 樣に 、 棘 及動 物 その 他 の 幼 蟲が、時 候外 れ の 冬 期 に ご く稀 なが ら

現 れ る の は 實 に奇妙 で あ る，春 か 夏 、 乃 至 は 秋 に 産れ た 卵 か ら發育 しなが ら、

生 長 の ひ ど く遲 れた 者 がか や 5 に出 て来 るの か も知れ な い が 、 私に は 、 どこ か
　 　 と ニ なつ

南方 常 夏 の 國に冬生 れ發育 し て居 る幼 蟲の 、極 く少數 が潮 に流 さ れ て時 た ま t

の 邊迄 や つ て來 る の で は あ る ま い か と想 は れ る。 九 州の 西南側 で さ へ
、 海膽 や

海 星 の 産卵期が 三 騎あ た t） の に 比 べ て 可 な も違 メ、や うに 思 は る こ と も、上述 の

推測 に多 少 の 強 み を添 へ る もの か と思 ム丁

　海 蜘 蛛が 可 な b 多數上 曳 に入 つ た 事が二 朝あつ た 由 で あ る が 、 私は 迂濶に も

それ を後 に知 つ だ 丈 けで
…つ 竜見 る 事 が 出來ず 、 叉4三惜 誰 も夬を 寫生 しなか つ

た の で何 の 種類 か を知 る 由 も無 か つ te
，

−L曳 に海 蜘蛛の 入 る こ とに つ い て疑 は
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 fJ

）

れ て 居 る こ とは 嘗 て書 い た が 、 存 外珍 らしい 事で は無 い らし く、 現 に 三崎 で も
　 　 　 　 この

故 遠 藤博士 が 1田 6年 の 夏
‘ ‘Pyellggonida は稀 な ）

1 しか ど出現 した ）
i ぎ

’

と記 し

て 居 られ る
，

　海蜘 蛛 の 事 を云 へ は 、 十二 月二 十 五 日 、 小網 代灣 口 ，約二 十尋 の 所 か ら底 曳

で 獲iた 海蜘 蛛 は 、 未 だ丁 寧 に見 て 居 な い が 多分 ．1scorh・ync
’1c・us ゴαノ覬 諭 弼 IVES に

同 定 し て 良 い と瓜 ふ。

　 こ 丶 に掲 げ た六 つ の 挿 圖は 、 何れ も私 の 寫生 で は な い
。 竹脇理 學士 ほか 學生

諸君 の 寫生 圖 を借 りて描 い た もの で 、

一一々 芳名 を記 し て 謝意 を表 す る L と 丶 す

る

7｝　）1．｛cj3HIDE ，　 E ．　W ．192り．　Lai・＞ae 　 uf　 Eehlnaderma 　and 　Elit・ers／pneRsEa，．BrlL三sh ．A．ntaretie

　 　（
’tTerra

　No 、
・
乱
層’
）Ex 】〕ed ．1910，7”x ｝1．，　VoL 　JV

，
　NQ ．3．（p．88 − 9Qを見 よ ）D

8）　：Sii）RV］’ESSE ．Nl 　Th，1921．　Sむudies （）正　the 　devetol）］コltillt　a コid 　la聖
・
v ｛tl　fornls　Qf 　E じhinodcrnB。

　 　O）openhfigen ．（P ．19・　＆−L）OO を見 よ ）D

9）　大島廣 、193e．淨 游 ウ ミ グ モ o 天 草雑爼 （そ の 三 ）o 動雜、四 九 五 號 hP ．現 ｝5・
10）　遠藤吉 三 郎、】916．三 時に 於 る今夏 の 浮溝生 物 。 動雜  三 三 四 號、p・：5　uu− ：：：：；■

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　


